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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＯＦＤＭ信号を受信し、第１の自動利得制御回路によって出力信号が一定レベルに制御
されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第１の復調モジュールと、
　前記ＯＦＤＭ信号を受信し、第２の自動利得制御回路によって出力信号が一定レベルに
制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第２の復調モジュールと、
　前記第１の復調モジュールから出力されたデータから雑音成分を検出し、第１の検出信
号を出力する第１の検出回路と、
　前記第２の復調モジュールから出力されたデータから雑音成分を検出し、第２の検出信
号を出力する第２の検出回路と、
　前記第１、第２の検出回路から供給される前記第１、第２の検出信号に応じて受信信号
の品質を判定し、前記第１、第２の復調モジュールの受信品質を示す第１、第２の判定信
号を出力する判定回路と、
　前記第１、第２の復調モジュールから出力されるデータ、及び前記判定回路から出力さ
れる前記第１、第２の判定信号が供給され、前記第１、第２の判定信号に従って、前記第
１、第２の復調モジュールから出力されるデータうち、受信品質が良好なデータを出力す
る出力回路とを具備し、
　前記判定回路は、前記第１、第２の検出回路から出力される前記第１、第２の検出信号
が供給される比例計算部を有し、この比例計算部は前記第１、第２の検出信号を比例計算
して前記第２の検出信号に対応する前記第１の判定信号、及び前記第１の検出信号に対応
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する前記第２の判定信号を生成し、前記第１の判定信号を前記第１の復調モジュールに対
応して出力し、前記第２の判定信号を前記第２の復調モジュールに対応して出力すること
を特徴とするＯＦＤＭ受信装置。
【請求項２】
　前記第１の復調モジュールは、
　前記ＯＦＤＭ信号の各サブキャリアのデータを復調する第１のフーリエ変換回路と、
　前記第１のフーリエ変換回路から出力される各サブキャリア信号の歪みを補償し、前記
データを出力する第１の補償回路と、
　前記第１のフーリエ変換回路から出力される各サブキャリア信号の電力を検出する第１
の電力検出回路とを具備し、
　前記第２の復調モジュールは、
　前記ＯＦＤＭ信号の各サブキャリアのデータを復調する第２のフーリエ変換回路と、
　前記第２のフーリエ変換回路から出力される各サブキャリア信号の歪みを補償し、前記
データを出力する第２の補償回路と、
　前記第２のフーリエ変換回路から出力される各サブキャリア信号の電力を検出する第２
の電力検出回路と
　を具備することを特徴とする請求項１記載のＯＦＤＭ受信装置。
【請求項３】
　前記第１、第２の検出回路のそれぞれは、
　前記第１、第２の補償回路から出力されるサブキャリア信号の雑音成分を検出すること
を特徴とする請求項２に記載のＯＦＤＭ受信装置。
【請求項４】
　前記第１、第２の検出回路のそれぞれは、
　基準マッピング位置から入力信号までの差分を検出する差分検出回路と、
　前記差分検出回路の出力信号を累積加算する加算器と
　を具備することを特徴とする請求項３記載のＯＦＤＭ受信装置。
【請求項５】
　前記出力回路は、
　前記第１の電力検出回路の出力信号と、前記判定回路から出力される前記第１の判定信
号が供給され、前記第１の判定信号により前記第１の電力検出回路の出力信号に重み付け
する第１の重み付け回路と、
　前記第２の電力検出回路の出力信号と、前記判定回路から出力される前記第２の判定信
号が供給され、前記第２の判定信号により前記第２の電力検出回路の出力信号に重み付け
する第２の重み付け回路と、
　前記第１、第２の重み付け回路の出力信号が供給され、これら信号を比例計算して第１
、第２の重み信号を生成する比例計算部と、
　前記第１の補償回路の出力信号と前記比例計算部から出力される前記第１の重み信号が
供給され、前記第１の重み信号に応じて前記第１の補償回路の出力信号を重み付けする第
３の重み付け回路と、
　前記第２の補償回路の出力信号と前記比例計算部から出力される前記第２の重み信号が
供給され、前記第２の重み信号に応じて前記第２の補償回路の出力信号を重み付けする第
４の重み付け回路と、
　前記第３、第４の重み付け回路の出力信号が供給され、これらを合成する加算器と
　を具備することを特徴とする請求項２に記載のＯＦＤＭ受信装置。
【請求項６】
　前記出力回路は、
　前記第１の電力検出回路の出力信号と、前記判定回路から出力される前記第１の判定信
号が供給され、前記第１の判定信号により前記第１の電力検出回路の出力信号に重み付け
する第１の重み付け回路と、
　前記第２の電力検出回路の出力信号と、前記判定回路から出力される前記第２の判定信
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号が供給され、前記第２の判定信号により前記第２の電力検出回路の出力信号に重み付け
する第２の重み付け回路と、
　前記第１、第２の重み付け回路の出力信号が供給され、これら出力信号を比較する比較
部と、
　前記第１、第２の補償回路の出力信号と前記比較部から出力される比較結果が供給され
、前記比較結果に応じて前記第１、第２の補償回路の出力信号の一方を選択する選択回路
と
　を具備することを特徴とする請求項２記載のＯＦＤＭ受信装置。
【請求項７】
　ＯＦＤＭ信号を受信し、第１の自動利得制御回路によって出力信号が一定レベルに制御
されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第１の復調モジュールと、
　前記ＯＦＤＭ信号を受信し、第２の自動利得制御回路によって出力信号が一定レベルに
制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第２の復調モジュールと、
　前記第１の復調モジュールから出力されたデータから雑音成分を検出し、第１の検出信
号を出力する第１の検出回路と、
　前記第２の復調モジュールから出力されたデータから雑音成分を検出し、第２の検出信
号を出力する第２の検出回路と、
　前記第１、第２の検出回路から供給される前記第１、第２の検出信号に応じて受信信号
の品質を判定し、前記第１、第２の復調モジュールの受信品質を示す第１、第２の判定信
号を出力する判定回路と、
　前記第１、第２の復調モジュールから出力されるデータ、及び前記判定回路から出力さ
れる前記第１、第２の判定信号が供給され、前記第１、第２の判定信号に従って、前記第
１、第２の復調モジュールから出力されるデータうち、受信品質が良好なデータを出力す
る出力回路とを具備し、
　前記判定回路は、
　前記第１の検出回路の出力信号が供給され、この出力信号と規定値とを比較し、二値信
号を出力する第１の比較器と、
　前記第２の検出回路の出力信号が供給され、この出力信号と規定値とを比較し、二値信
号を出力する第２の比較器と、
　前記第１、第２の比較器の出力信号が供給され、前記第１、第２の比較器の出力信号に
応じて第１、第２の判定信号を出力する論理回路と
　を具備することを特徴とするＯＦＤＭ受信装置。
【請求項８】
　ＯＦＤＭ信号を受信し、第１の自動利得制御回路によって出力信号が一定レベルに制御
されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第１の復調モジュールと、
　前記ＯＦＤＭ信号を受信し、第２の自動利得制御回路によって出力信号が一定レベルに
制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第２の復調モジュールと、
　前記第１の復調モジュールから出力されたデータから雑音成分を検出し、第１の検出信
号を出力する第１の検出回路と、
　前記第２の復調モジュールから出力されたデータから雑音成分を検出し、第２の検出信
号を出力する第２の検出回路と、
　前記第１、第２の検出回路から供給される前記第１、第２の検出信号に応じて受信信号
の品質を判定し、前記第１、第２の復調モジュールの受信品質を示す第１、第２の判定信
号を出力する判定回路と、
　前記第１、第２の復調モジュールから出力されるデータ、及び前記判定回路から出力さ
れる前記第１、第２の判定信号が供給され、前記第１、第２の判定信号に従って、前記第
１、第２の復調モジュールから出力されるデータうち、受信品質が良好なデータを出力す
る出力回路とを具備し、
　前記判定回路は、
　前記第１、第２の検出回路の出力信号が供給され、これら出力信号の差分を計算する減



(4) JP 4071468 B2 2008.4.2

10

20

30

40

50

算器と、
　前記減算器の出力信号が供給され、この出力信号の絶対値を計算する絶対値回路と、
　前記絶対値回路から出力される絶対値と規定値とを比較し、前記絶対値が前記規定値よ
り大きい場合、第１の出力信号を出力する第１の比較器と、
　前記減算器の出力信号が正か負を比較器する第２の比較器と、
　前記第１、第２の比較器の出力信号が供給され、前記第１の比較器から前記第１の出力
信号が出力されている場合、前記第２の比較器の出力信号に応じて第１、第２の判定信号
を出力する論理回路と
　を具備することを特徴とするＯＦＤＭ受信装置。
【請求項９】
　ＯＦＤＭ信号を受信し、第１の自動利得制御回路によって出力信号が一定レベルに制御
されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第１の復調モジュールと、
　前記ＯＦＤＭ信号を受信し、第２の自動利得制御回路によって出力信号が一定レベルに
制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第２の復調モジュールと、
　前記第１、第２の自動利得制御回路に接続され、第１、第２の自動利得制御回路から供
給される第１、第２の入力信号レベルを判定し、前記第１、第２の復調モジュールの受信
品質を示す第１、第２の判定信号を出力する判定回路と、
　前記第１、第２の復調モジュールから出力されるデータ、及び前記判定回路から出力さ
れる前記第１、第２の判定信号が供給され、前記第１、第２の判定信号に従って、前記第
１、第２の復調モジュールから出力されるデータうち、受信品質が良好なデータを出力す
る出力回路とを具備し、
　前記判定回路は、
　前記第１の自動利得制御回路から出力される前記第１の入力信号レベルが供給され、こ
の第１の入力信号レベルと規定値とを比較し、二値信号を出力する第１の比較器と、
　前記第２の自動利得制御回路から出力される前記第２の入力信号レベルが供給され、こ
の第２の入力信号レベルと規定値とを比較し、二値信号を出力する第２の比較器と、
　前記第１、第２の比較器の出力信号が供給され、前記第１、第２の比較器の出力信号に
応じて前記第１、第２の判定信号を出力する論理回路と
　を具備することを特徴とするＯＦＤＭ受信装置。
【請求項１０】
　ＯＦＤＭ信号を受信し、第１の自動利得制御回路によって出力信号が一定レベルに制御
されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第１の復調モジュールと、
　前記ＯＦＤＭ信号を受信し、第２の自動利得制御回路によって出力信号が一定レベルに
制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第２の復調モジュールと、
　前記第１、第２の自動利得制御回路に接続され、第１、第２の自動利得制御回路から供
給される第１、第２の入力信号レベルを判定し、前記第１、第２の復調モジュールの受信
品質を示す第１、第２の判定信号を出力する判定回路と、
　前記第１、第２の復調モジュールから出力されるデータ、及び前記判定回路から出力さ
れる前記第１、第２の判定信号が供給され、前記第１、第２の判定信号に従って、前記第
１、第２の復調モジュールから出力されるデータうち、受信品質が良好なデータを出力す
る出力回路とを具備し、
　前記判定回路は、
　前記第１、２の自動利得制御回路から出力される第１、２の入力信号レベルが供給され
、前記第１、２の入力信号レベルの差分を計算する減算器と、
　前記減算器の出力信号が供給され、この出力信号の絶対値を計算する絶対値回路と、
　前記絶対値回路から出力される絶対値と規定値とを比較し、前記絶対値が前記規定値よ
り大きい場合、第１の出力信号を出力する第１の比較器と、
　前記減算器の出力信号が正か負を比較器する第２の比較器と、
　前記第１、第２の比較器の出力信号が供給され、前記第１の比較器から前記第１の出力
信号が出力されている場合、前記第２の比較器の出力信号に応じて前記第１、第２の判定
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信号を出力する論理回路と
　を具備することを特徴とするＯＦＤＭ受信装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、例えば直交周波数分割多重（0rthogonal frequency Division Multiplex、以
下、ＯＦＤＭという）変調方式に適用される受信装置に係わり、特にダイバーシチ構成の
ＯＦＤＭ受信装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、地上デジタル放送や移動体通信の変調方式として、ＯＦＤＭ変調方式が注目されて
いる。また、受信信号が時間的に大きく変動するフェージング現象の影響を受けやすい移
動体通信などの場合、受信装置を複数の復調モジュールからなるダイバーシチ構成にする
ことにより、受信性能を改善できることが知られている。このダイバーシチ構成の受信装
置は、変動によって受信電力が小さくなった復調モジュールの信号を変動の影響が少ない
別のモジュールの信号で補完することにより、受信性能を向上させるものである。
【０００３】
図１４は、ダイバーシチ構成を用いた従来のＯＦＤＭ受信装置の一例を示している。この
ＯＦＤＭ受信装置は２つの復調モジュールＤＭＭ１，ＤＭＭ２を有している。これら復調
モジュールＤＭＭ１，ＤＭＭ２の構成は同一である。
【０００４】
アンテナ１１，１２から出力される受信信号は、各復調モジュールのチューナ１３，１４
にそれぞれ供給される。これらチューナ１３，１４において、入力された受信信号は、Ｉ
Ｆ帯に周波数変換される。チューナ１３，１４の出力信号は、ＡＧＣ（自動利得制御）回
路１５，１６に供給される。ＡＧＣ回路１５，１６は、入力信号レベルが変化しても、出
力信号レベルが一定になるように制御する。このため、ＡＧＣ回路１５，１６の出力信号
は常に同一レベルとされている。これらＡＧＣ回路１５，１６の出力信号は、Ａ／Ｄ変換
器１７，１８に供給される。これらＡ／Ｄ変換器１７，１８は、後述する局部発振器１９
から供給されるクロック信号に従って、入力信号をデジタル信号に変換する。これらＡ／
Ｄ変換器１７，１８の出力信号は、直交検波器２０，２１に供給される。これら直交検波
器２０，２１において、入力信号が複素ベースバンド信号に変換される。これら直交検波
器２０，２１の出力信号は、同期再生回路２２とＦＦＴ（高速フーリエ変換）回路２３，
２４に供給される。
【０００５】
同期再生回路２２は、例えばＯＦＤＭ受信信号のガード期間と有効シンボル期間の相関を
求める方法などを用いることによって、クロック再生制御とＦＦＴウィンドウ位置制御を
行う。このため、同期再生回路２２は、クロック制御信号とウィンドウ位置制御信号１，
ウィンドウ位置制御信号２を出力する。
【０００６】
クロック再生制御において、前記同期再生回路２２から出力されたクロック制御信号は局
部発振器１９に供給され、クロック信号の誤差が小さくなるように局部発振器１９を制御
する。局部発振器１９からの出力信号は、前記Ａ／Ｄ変換器１７，１８にそれぞれ供給さ
れる。このため、両復調モジュールは共通のクロック信号により動作する。
【０００７】
また、ＦＦＴ回路２３，２４はＯＦＤＭ信号のサブキャリア信号を復調する。このサブキ
ャリア信号はデータ信号とパイロット（Pilot）信号を含んでいる。ＦＦＴウィンドウ位
置制御において、前記同期再生回路２２から出力されるウィンドウ位置を示すウィンドウ
位置信号１，２は、ＦＦＴ回路２３，２４にそれぞれ供給される。これらウィンドウ位置
信号１，２は、ＦＦＴ処理（時間領域から周波数領域への変換）のスタートタイミングと
して用いられる。このウィンドウ位置信号１，２はＦＦＴ回路２３，２４それぞれに独立
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して設定することが可能である。しかし、このスタートタイミングの違いを吸収するよう
にＦＦＴ回路２３，２４は設計されている。このため、ＦＦＴ回路２３，２４からの復調
データは常に同じタイミングで出力される。
【０００８】
　ＦＦＴ回路２３からの出力信号は、パイロット補間回路２５と等化回路２７にそれぞれ
供給され、ＦＦＴ回路２４からの出力信号は、パイロット補間回路２６と等化回路２８に
それぞれ供給される。パイロット補間回路２５，２６では、ＯＦＤＭ信号の規定位置に挿
入されたパイロット信号を補間する。この補間されたパイロット信号は、伝送路特性を示
している。等価回路２７，２８は、ＦＦＴ回路２３，２４から供給される復調データとパ
イロット信号とを複素除算演算することにより、歪みが補償され、信号本来のマッピング
位置に戻された復調信号（サブキャリア信号）を出力する。
【０００９】
さらに、前記パイロット補間回路２５，２６から出力される補間されたパイロット信号は
電力検出回路３０，３２に供給される。これら電力検出回路３０，３２において、パイロ
ット信号の電力が計算される。これら電力検出回路３０，３２から出力される信号電力は
、等化回路２７，２８の出力信号とともに合成回路４１に供給される。
【００１０】
図１５は合成回路４１の一例を示している。図１５において、電力検出回路３０，３２か
ら出力されるパイロット信号電力値（ｐｗ１，ｐｗ２）は、比例計算部４３１に供給され
る。この比例計算部４３１はパイロット信号の電力値ｐｗ１，ｐｗ２に基づき、次式で示
す比例値を計算する。
【００１１】
ｆ１＝ｐｗ１／（ｐｗ１＋ｐｗ２）
ｆ２＝ｐｗ２／（ｐｗ１＋ｐｗ２）
上記比例値ｆ１は乗算器４３２の一方入力端に供給され、比例値ｆ２は乗算器４３３の一
方入力端に供給される。乗算器４３２の他方入力端には、復調モジュールＤＭＭ１の等化
回路２７から出力されるデータ信号Ｄ１が供給され、乗算器４３３の他方入力端には、復
調モジュールＤＭＭ２の等化回路２８から出力されるデータ信号Ｄ２が供給される。これ
ら乗算器４３２，４３３において各データ信号Ｄ１、Ｄ２が比例値ｆ１，ｆ２により重み
付けされる。
【００１２】
乗算器４３２，４３３の出力信号は加算器４３４に供給される。加算器４３４は、これら
の信号を加算する。この一連の処理によって、各復調モジュールからのデータ信号が合成
される。例えばパイロット信号の電力値ｐｗ１が“１”、ｐｗ２が“０”の場合、比例計
算部４３１から出力される比例値ｆ１は“１”、ｆ２は“０”となる。このため乗算器４
３３の出力信号は“０”となり、加算器４３４より乗算器４３２の出力信号が合成データ
として出力される。
【００１３】
この合成された信号は、図１４に示す誤り訂正回路３５に供給され、誤り訂正回路３５か
ら最終出力として受信データが出力される。
【００１４】
前述したように、移動体通信における受信信号のように、フェージング現象の影響を強く
受ける場合、受信電力は大きく変動する。この変動によって受信電力が小さくなった場合
、復調データの信頼性は低下し、誤ったデータとなる可能性が高くなる。この誤ったデー
タが受信性能を劣化させる要因になる。
【００１５】
そこで、合成回路４３に示すように、電力検出回路３０，３２から出力される信号電力値
による比を計算し、受信電力が小さい復調モジュールから出力された受信データの影響が
小さくなるように重み付け加算を行う。このように構成することにより受信性能の向上が
期待できる。
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【００１６】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、各復調モジュールの入力段にはＡＧＣ回路１５，１６が設けられていることを考
慮する必要がある。すなわち、ＡＧＣ回路１５，１６では合成回路４３とは逆に、入力信
号が小さいときに増幅利得を上げている。つまり、何らかの原因で両復調モジュールの入
力信号にレベル差がある場合でも、ＡＧＣ回路により一定のレベルとなるように制御され
る。このため、信号電力の比率計算だけでは、受信信号とＡＧＣ増幅された雑音とを区別
することができない。
【００１７】
このように、ダイバーシチ構成を用いるＯＦＤＭ受信装置において、各復調モジュールの
信号が独立にＡＧＣ制御される場合、受信信号電力に比例した重み付けだけではダイバー
シチ動作の正常な動作が、各復調モジュールの受信状態が同程度の場合のみに限定される
。
【００１８】
本発明は、上記課題を解決するためになされたものであり、その目的とするところは、各
復調モジュールの受信状態が異なる場合でも、正しいダイバーシチ動作を行うことが可能
なＯＦＤＭ受信装置を提供しようとするものである。
【００１９】
【課題を解決するための手段】
　本発明のＯＦＤＭ受信装置の第１の態様は、ＯＦＤＭ信号を受信し、第１の自動利得制
御回路によって出力信号が一定レベルに制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第
１の復調モジュールと、前記ＯＦＤＭ信号を受信し、第２の自動利得制御回路によって出
力信号が一定レベルに制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第２の復調モジュー
ルと、前記第１の復調モジュールから出力されたデータから雑音成分を検出し、第１の検
出信号を出力する第１の検出回路と、前記第２の復調モジュールから出力されたデータか
ら雑音成分を検出し、第２の検出信号を出力する第２の検出回路と、前記第１、第２の検
出回路から供給される前記第１、第２の検出信号に応じて受信信号の品質を判定し、前記
第１、第２の復調モジュールの受信品質を示す第１、第２の判定信号を出力する判定回路
と、前記第１、第２の復調モジュールから出力されるデータ、及び前記判定回路から出力
される前記第１、第２の判定信号が供給され、前記第１、第２の判定信号に従って、前記
第１、第２の復調モジュールから出力されるデータうち、受信品質が良好なデータを出力
する出力回路とを具備し、前記判定回路は、前記第１、第２の検出回路から出力される前
記第１、第２の検出信号が供給される比例計算部を有し、この比例計算部は前記第１、第
２の検出信号を比例計算して前記第２の検出信号に対応する前記第１の判定信号、及び前
記第１の検出信号に対応する前記第２の判定信号を生成し、前記第１の判定信号を前記第
１の復調モジュールに対応して出力し、前記第２の判定信号を前記第２の復調モジュール
に対応して出力することを特徴とするＯＦＤＭ受信装置。
　本発明のＯＦＤＭ受信装置の第２の態様は、ＯＦＤＭ信号を受信し、第１の自動利得制
御回路によって出力信号が一定レベルに制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第
１の復調モジュールと、前記ＯＦＤＭ信号を受信し、第２の自動利得制御回路によって出
力信号が一定レベルに制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第２の復調モジュー
ルと、前記第１の復調モジュールから出力されたデータから雑音成分を検出し、第１の検
出信号を出力する第１の検出回路と、前記第２の復調モジュールから出力されたデータか
ら雑音成分を検出し、第２の検出信号を出力する第２の検出回路と、前記第１、第２の検
出回路から供給される前記第１、第２の検出信号に応じて受信信号の品質を判定し、前記
第１、第２の復調モジュールの受信品質を示す第１、第２の判定信号を出力する判定回路
と、前記第１、第２の復調モジュールから出力されるデータ、及び前記判定回路から出力
される前記第１、第２の判定信号が供給され、前記第１、第２の判定信号に従って、前記
第１、第２の復調モジュールから出力されるデータうち、受信品質が良好なデータを出力
する出力回路とを具備し、前記判定回路は、前記第１の検出回路の出力信号が供給され、
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この出力信号と規定値とを比較し、二値信号を出力する第１の比較器と、前記第２の検出
回路の出力信号が供給され、この出力信号と規定値とを比較し、二値信号を出力する第２
の比較器と、前記第１、第２の比較器の出力信号が供給され、前記第１、第２の比較器の
出力信号に応じて第１、第２の判定信号を出力する論理回路とを具備することを特徴とす
る。
　本発明のＯＦＤＭ受信装置の第３の態様は、ＯＦＤＭ信号を受信し、第１の自動利得制
御回路によって出力信号が一定レベルに制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第
１の復調モジュールと、前記ＯＦＤＭ信号を受信し、第２の自動利得制御回路によって出
力信号が一定レベルに制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第２の復調モジュー
ルと、前記第１の復調モジュールから出力されたデータから雑音成分を検出し、第１の検
出信号を出力する第１の検出回路と、前記第２の復調モジュールから出力されたデータか
ら雑音成分を検出し、第２の検出信号を出力する第２の検出回路と、前記第１、第２の検
出回路から供給される前記第１、第２の検出信号に応じて受信信号の品質を判定し、前記
第１、第２の復調モジュールの受信品質を示す第１、第２の判定信号を出力する判定回路
と、前記第１、第２の復調モジュールから出力されるデータ、及び前記判定回路から出力
される前記第１、第２の判定信号が供給され、前記第１、第２の判定信号に従って、前記
第１、第２の復調モジュールから出力されるデータうち、受信品質が良好なデータを出力
する出力回路とを具備し、前記判定回路は、前記第１、第２の検出回路の出力信号が供給
され、これら出力信号の差分を計算する減算器と、前記減算器の出力信号が供給され、こ
の出力信号の絶対値を計算する絶対値回路と、前記絶対値回路から出力される絶対値と規
定値とを比較し、前記絶対値が前記規定値より大きい場合、第１の出力信号を出力する第
１の比較器と、前記減算器の出力信号が正か負を比較器する第２の比較器と、前記第１、
第２の比較器の出力信号が供給され、前記第１の比較器から前記第１の出力信号が出力さ
れている場合、前記第２の比較器の出力信号に応じて第１、第２の判定信号を出力する論
理回路とを具備することを特徴とする。
　本発明のＯＦＤＭ受信装置の第４の態様は、ＯＦＤＭ信号を受信し、第１の自動利得制
御回路によって出力信号が一定レベルに制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第
１の復調モジュールと、前記ＯＦＤＭ信号を受信し、第２の自動利得制御回路によって出
力信号が一定レベルに制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第２の復調モジュー
ルと、前記第１、第２の自動利得制御回路に接続され、第１、第２の自動利得制御回路か
ら供給される第１、第２の入力信号レベルを判定し、前記第１、第２の復調モジュールの
受信品質を示す第１、第２の判定信号を出力する判定回路と、前記第１、第２の復調モジ
ュールから出力されるデータ、及び前記判定回路から出力される前記第１、第２の判定信
号が供給され、前記第１、第２の判定信号に従って、前記第１、第２の復調モジュールか
ら出力されるデータうち、受信品質が良好なデータを出力する出力回路とを具備し、前記
判定回路は、前記第１の自動利得制御回路から出力される前記第１の入力信号レベルが供
給され、この第１の入力信号レベルと規定値とを比較し、二値信号を出力する第１の比較
器と、前記第２の自動利得制御回路から出力される前記第２の入力信号レベルが供給され
、この第２の入力信号レベルと規定値とを比較し、二値信号を出力する第２の比較器と、
前記第１、第２の比較器の出力信号が供給され、前記第１、第２の比較器の出力信号に応
じて前記第１、第２の判定信号を出力する論理回路とを具備することを特徴とする。
　本発明のＯＦＤＭ受信装置の第５の態様は、ＯＦＤＭ信号を受信し、第１の自動利得制
御回路によって出力信号が一定レベルに制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第
１の復調モジュールと、前記ＯＦＤＭ信号を受信し、第２の自動利得制御回路によって出
力信号が一定レベルに制御されたＯＦＤＭ信号からデータを復調する第２の復調モジュー
ルと、前記第１、第２の自動利得制御回路に接続され、第１、第２の自動利得制御回路か
ら供給される第１、第２の入力信号レベルを判定し、前記第１、第２の復調モジュールの
受信品質を示す第１、第２の判定信号を出力する判定回路と、前記第１、第２の復調モジ
ュールから出力されるデータ、及び前記判定回路から出力される前記第１、第２の判定信
号が供給され、前記第１、第２の判定信号に従って、前記第１、第２の復調モジュールか
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ら出力されるデータうち、受信品質が良好なデータを出力する出力回路とを具備し、前記
判定回路は、前記第１、２の自動利得制御回路から出力される第１、２の入力信号レベル
が供給され、前記第１、２の入力信号レベルの差分を計算する減算器と、前記減算器の出
力信号が供給され、この出力信号の絶対値を計算する絶対値回路と、前記絶対値回路から
出力される絶対値と規定値とを比較し、前記絶対値が前記規定値より大きい場合、第１の
出力信号を出力する第１の比較器と、前記減算器の出力信号が正か負を比較器する第２の
比較器と、前記第１、第２の比較器の出力信号が供給され、前記第１の比較器から前記第
１の出力信号が出力されている場合、前記第２の比較器の出力信号に応じて前記第１、第
２の判定信号を出力する論理回路とを具備することを特徴とする。
【００２０】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００２１】
（第１の実施形態）
図１は本発明の第１の実施形態を示すものであり、図１４と同一部分には同一符号を付し
異なる部分についてのみ説明する。
【００２２】
第１の実施形態は、各復調モジュール受信状態が異なる場合でも、正しいダイバーシチ動
作を保証するため、各復調モジュールの受信品質を検出する機能を有している。
【００２３】
　すなわち、図１において、等化回路２７の出力端には雑音成分検出回路２９が接続され
、等化回路２８の出力端には雑音成分検出回路３１が接続されている。これら雑音成分検
出回路２９，３１は、等化回路２７，２８から出力される信号の雑音成分を検出する。こ
れら雑音成分検出回路２９，３１の出力信号は判定回路３３に供給される。
【００２４】
　この判定回路３３は、雑音成分検出回路２９，３１から供給される信号に基づき、両復
調モジュールＤＭＭ１，ＤＭＭ２の受信品質を判定した判定信号ｌｖ１，ｌｖ２を出力す
る。これら判定信号ｌｖ１，ｌｖ２は、電力検出回路３０，３２から出力される信号電力
と等化回路２７，２８の出力信号とともに合成回路３４に供給される。
【００２５】
図２は、合成回路３４の一例を示している。合成回路３４は、乗算器３４１，３４２、比
較計算部３４３、乗算器３４４、３４５、及び加算器３４６を含んでいる。乗算器３４１
には前記判定回路３３から出力される判定信号ｌｖ１、及び前記電力検出回路３０から出
力される信号電力ｐｗ１が供給されている。また、乗算器３４２には前記判定回路３３か
ら出力される判定信号ｌｖ２、及び前記電力検出回路３２から出力される信号電力ｐｗ２
が供給されている。各乗算器３４１，３４２は、判定信号ｌｖ１，ｌｖ２により、電力検
出回路３０，３２から供給される信号電力ｐｗ１，ｐｗ２に対して重み付けする。この重
み付けにより受信品質が劣化した場合、信号電力値が小さくなる。
【００２６】
各乗算器３４１，３４２により重み付けされた信号電力ｐｗ１’，ｐｗ２’は比例計算部
３４３に供給される。この比例計算部３４３は重み付けされた信号電力値ｐｗ１’，ｐｗ
２’に基づき、次式で示す比例値ｆ１、ｆ２を計算する。
【００２７】
ｆ１＝ｐｗ１’／（ｐｗ１’＋ｐｗ２’）
ｆ２＝ｐｗ２’／（ｐｗ１’＋ｐｗ２’）
比例値ｆ１は、乗算器３４４の一方入力端に供給され、比例値ｆ２は乗算器３４５の一方
入力端に供給される。乗算器３４４の他方入力端には、復調モジュールＤＭＭ１の等化回
路２７から出力されるデータ信号Ｄ１が供給され、乗算器３４５の他方入力端には、復調
モジュールＤＭＭ２の等化回路２８から出力されるデータ信号Ｄ２が供給される。これら
乗算器３４４，３４５において、各データ信号Ｄ１、Ｄ２が比例値ｆ１，ｆ２により重み



(10) JP 4071468 B2 2008.4.2

10

20

30

40

50

付けされる。
【００２８】
乗算器３４４，３４５の出力信号は、加算器３４６に供給され、加算器３４６においてこ
れらの信号が加算される。この一連の処理によって、各復調モジュールからのデータ信号
が合成される。この合成された信号は誤り訂正回路３５に供給される。
【００２９】
図１において、前記判定回路３３から出力される判定信号ｌｖ１，ｌｖ２は、受信レベル
信号１，２として、ユーザに提供される。
【００３０】
　図３は、前記雑音成分検出回路２９の一例を示している。雑音成分検出回路３１の構成
も雑音成分検出回路２９と同様であるため説明は省略する。
【００３１】
　雑音成分検出回路２９は、マルチプレクサ２９１、差分検出回路２９２、乗算器２９３
、加算回路２９４、及びレジスタ２９５を有している。前記マルチプレクサ２９１は、等
化回路２７から出力されるＩ軸信号、Ｑ軸信号のうちいずれか一方をＳＥＬ信号に応じて
選択する。マルチプレクサ２９１の出力信号は、差分検出回路２９２に供給される。差分
検出回路２９２は、入力信号に対して最も近い基準マッピング位置から入力信号までの差
分を検出する。差分検出回路２９２により検出された信号は乗算器２９３に供給され、こ
の乗算器２９３によって２乗される。この乗算器２９３の出力信号は、加算回路２９４及
びレジスタ２９５に順次供給され、これら加算回路２９４及びレジスタ２９５により累加
算値が検出される。したがって、レジスタ２９５には差分の２乗和が保持される。ただし
、レジスタ２９５はＣＴＲＬ信号によりＯＦＤＭシンボルの開始時点で初期化（クリア）
され、書き込みが制御される。このＣＴＲＬ信号はＯＦＤＭ信号の規定位置にある信号（
例えばパイロット信号）に対してのみ累加算値を計算するようにタイミングが設定されて
いる。
【００３２】
　等化回路２７から出力されるＩ軸信号、Ｑ軸信号は、伝送路が理想的な場合、基準マッ
ピング位置と等しくなる。よって、この場合には基準マッピング位置からの差分は“０”
になり、レジスタ２９５に保持される累加算値も“０”になる。しかし、実際の伝送路上
の信号は、雑音やマルチパス、フェージング現象等の各種妨害信号成分を含んでいる。こ
のため、必ずしも累加算値が“０”にはならず、“０”以外の値になる。この累加算値は
、信号に含まれる雑音や各種妨害信号成分の大きさに比例すると考えられ、その数値の大
きさによって受信品質を評価することができる。この累加算値が検出信号ｓｉｇ１として
前記判定回路３３に供給される。同様にして、前記雑音成分検出回路３１からは、検出信
号ｓｉｇ２が供給される。
【００３３】
　図４は、判定回路３３の一例を示している。この判定回路３３は、比例演算部３３１を
有している。前記雑音成分検出回路３１、３２から供給される検出信号ｓｉｇ１，ｓｉｇ
２は、比例演算部３３１に供給される。この比例演算部３３１は、検出信号ｓｉｇ１，ｓ
ｉｇ２に基づき、次式で示す比例値ｓ１、ｓ２を計算する。
【００３４】
　　　ｓ１＝ｓｉｇ１／（ｓｉｇ１＋ｓｉｇ２）
　　　ｓ２＝ｓｉｇ２／（ｓｉｇ１＋ｓｉｇ２）
　前述したように、検出信号ｓｉｇ１，ｓｉｇ２は、その値が小さいほど復調モジュール
の受信品質が良好である。一方、判定回路３３から出力される判定信号ｌｖ１，ｌｖ２は
、信号電力の重み付けに用いられる。このため、受信品質が良好であるほど、大きい値を
示す必要がある。よって、判定信号としては、他方の復調モジュールの比例値算出結果を
用いる。すなわち、判定信号１として比例値ｓ２の算出結果を用い、判定信号２として比
例値ｓ１の算出結果を用いる。
【００３５】
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上記判定回路３３から出力される復調モジュール毎の判定信号ｌｖ１，ｌｖ２は合成回路
３４に供給され、電力検出回路３０，３２から出力されるパイロット信号電力の重み付け
に用いられる。すなわち、各復調モジュールで受信品質が同等の場合には、パイロット電
力が同じ割合で重み付けされるのに対して、受信品質が劣化した場合、その受信品質の比
に応じてパイロット電力が小さくなるように重み付けされる。これにより後段の処理にお
いて、受信品質が劣化した復調モジュールの影響を排除することができ、正しいダイバー
シチ動作を行うことができる。すなわち、重み付けされたパイロット信号電力による比は
、受信品質が良好なモジュールの比率が支配的になり、その結果、等化回路２７，２８の
出力信号に対する重み付け加算も、受信品質が良好なモジュールのデータが支配的になる
。
【００３６】
　上記第１の実施形態によれば、各復調モジュールＤＭＭ１，ＤＭＭ２に受信信号の品質
を検出する雑音成分検出回路２９，３１、及び判定回路３３を設け、雑音成分検出回路２
９，３１の出力信号を判定回路３３により判定することにより、復調モジュールＤＭＭ１
，ＤＭＭ２の受信品質を判定し、この判定結果に応じて合成回路３４において受信信号に
対して重み付けを行っている。したがって、受信品質が劣化した復調モジュールの影響を
排除することができ、正しいダイバーシチ動作を行うことができる。
【００３７】
また、前記判定信号ｌｖ１，ｌｖ２は、受信レベル信号１，２としてユーザに提供してい
る。これによってユーザは、受信品質が劣化している復調ブランチ系統（復調モジュール
）を認識することができる。このため、例えば、ブランチごとにアンテナを調整するなど
、ブランチ単位に受信品質の改善作業を容易に行うことができる。
【００３８】
（第２の実施形態）
次に、本発明の第２の実施形態について説明する。
【００３９】
図５は、本発明の第２の実施形態を示すものであり、図１と同一部分には同一符号を付し
異なる部分についてのみ説明する。
【００４０】
第２の実施形態において、図１に示す合成回路３４は、図５において選択回路３６に変更
されている。この選択回路３６は、電力検出回路３０，３２から出力される信号電力ｐｗ
１，ｐｗ２に対して、判定回路３３から供給される判定信号ｌｖ１，ｌｖ２により重み付
けする。この重み付けされた信号電力により、等化回路２７，２８の出力から出力される
データ信号Ｄ１、Ｄ２のうち、パイロット信号電力の大きい方を選択して出力する。
【００４１】
図６は、選択回路３６の一例を示している。選択回路３６は乗算器３６１、３６２、比較
器３６３、マルチプレクサ３６４により構成されている。乗算器３６１には前記判定回路
３３から出力される判定信号ｌｖ１、及び前記電力検出回路３０から出力される信号電力
ｐｗ１が供給されている。また、乗算器３６２には前記判定回路３３から出力される判定
信号ｌｖ２、及び前記電力検出回路３２から出力される信号電力ｐｗ２が供給されている
。各乗算器３６１，３６２は、判定信号ｌｖ１，ｌｖ２により、電力検出回路３０，３２
から供給される信号電力ｐｗ１，ｐｗ２に対して重み付けする。これにより、各復調モジ
ュールで受信品質が同等の場合には、パイロット電力が同じ割合で重み付けされる。これ
に対して、受信品質が劣化した場合、その受信品質の比に応じてパイロット電力が小さく
なるように重み付けされる。
【００４２】
乗算器３６１，３６２から出力される重み付けされた信号電力ｐｗ１’，ｐｗ２’は、比
較器３６３に供給される。比較器３６３は重み付けされた信号電力ｐｗ１’とｐｗ２’の
大小を比較する。この比較器３６３の出力信号はマルチプレクサ３６４に供給される。マ
ルチプレクサ３６４の入力端には、等化回路２７，２８から出力されるデータ信号Ｄ１，
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Ｄ２が供給されている。このマルチプレクサ３６４は比較器３６３の出力信号によりデー
タ信号Ｄ１，Ｄ２のうちの一方を選択する。すなわち、マルチプレクサ３６４は、比較器
３６３の出力信号に応じてパイロット信号電力の大きい方を選択する。つまり、マルチプ
レクサ３６４は、比較器３６３の出力信号に応じて、良好な受信品質の復調モジュールを
確実に選択することができる。
【００４３】
　上記第２の実施形態によれば、各復調モジュールＤＭＭ１，ＤＭＭ２に受信信号の品質
を検出する雑音成分検出回路２９，３１を設け、これら雑音成分検出回路２９，３１の出
力信号により、復調モジュールＤＭＭ１，ＤＭＭ２の受信品質を判定し、選択回路３６で
受信信号に対して判定結果による重み付けし、この重み付けされた信号電力により等価回
路２７、２８から出力されるデータ信号のうち、パイロット信号電力の大きい方を選択し
て出力している。したがって、受信品質が劣化した復調モジュールの影響を排除すること
ができ、正しいダイバーシチ動作を行うことができる。
【００４４】
（第３の実施形態）
次に、本発明の第３の実施形態について説明する。
【００４５】
図７は、本発明の第３の実施形態を示すものであり、図１と同一部分には同一符号を付し
異なる部分についてのみ説明する。
【００４６】
第３の実施形態に示す判定回路３７は、第１の実施形態に示す判定回路３３と内部構成が
相違されている。さらに、判定回路３７の両出力端にはインバータ回路４１、４２の入力
端がそれぞれ接続されている。インバータ回路４１の出力端からブランチ警告信号１が出
力され、インバータ回路４２の出力端からブランチ警告信号２が出力される。
【００４７】
図８は、判定回路３７の一例を示している。この判定回路３７は、レジスタ３７１，３７
２、比較器３７３，３７４、ノア回路３７５、オア回路３７６，３７７により構成されて
いる。前記レジスタ３７１，３７２は検出信号の下限値と上限値をそれぞれ保持する。こ
れら下限値、上限値は、外部から任意に設定可能とされている。
【００４８】
　前記比較器３７３，３７４は、前記検出信号１，２が下限値と上限値の範囲内にあるか
をそれぞれ比較する。すなわち、比較器３７３は、前記雑音成分検出回路２９から供給さ
れる検出信号ｓｉｇ１と前記レジスタ３７１，３７２から供給される下限値と上限値と比
較する。比較器３７４は、前記雑音成分検出回路３１から供給される検出信号ｓｉｇ２と
前記レジスタ３７１，３７２から供給される下限値と上限値と比較する。比較器３７３，
３７４は、検出信号ｓｉｇ１又は検出信号ｓｉｇ２が下限値と上限値の範囲内にある場合
、信号“１”を出力し、検出信号１又は検出信号２が下限値と上限値の範囲外にある場合
、信号“０”を出力する。
【００４９】
比較器３７３，３７４の出力信号は、ノア回路３７５の入力端及びオア回路３７６，３７
７の一方の入力端に供給される。これらオア回路３７６，３７７の他方の入力には前記ノ
ア回路３７５の出力が供給される。これらオア回路３７６，３７７の出力端より、判定信
号ｌｖ１，ｌｖ２がそれぞれ出力される。
【００５０】
ここで、比較器３７３，３７４の出力信号が共に“０”の場合、ノア回路３７５、オア回
路３７６，３７７によって両判定信号ｌｖ１，ｌｖ２が強制的に“１”になるよう構成さ
れている。
【００５１】
前述したように、判定回路３７から出力される復調モジュール毎の第１，第２の判定信号
ｌｖ１，ｌｖ２は合成回路３４に供給され、電力検出回路３０，３２から出力されるパイ
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ロット信号電力ｐｗ１、ｐｗ２の重み付け計算に用いられる。すなわち、各復調モジュー
ルで受信品質が既定値の範囲内の場合、重み付け計算によりパイロット信号電力値そのも
のが後段の処理に供給される。また、既定値の範囲外の場合、重み付け計算によりパイロ
ット信号電力値が“０”として後段の処理に供給される。これより後段の処理において、
受信品質が劣化した復調モジュールの影響を排除することができ、正しいダイバーシチ動
作を行うことができる。
【００５２】
すなわち、重み付けされたパイロット信号電力による比例値の計算は、受信品質が良好な
モジュールだけで算出される。その結果、等化回路２７，２８から出力されるデータ信号
Ｄ１、Ｄ２に対する重み付け加算も、受信品質が良好なモジュールのデータ信号に対して
だけ行なわれる。
【００５３】
　上記第３の実施形態によれば、各復調モジュールＤＭＭ１，ＤＭＭ２に受信信号の品質
を検出する雑音成分検出回路２９，３１を設け、判定回路３７は雑音成分検出回路２９，
３１の出力信号が規定値の範囲内か、範囲外かを判定し、判定信号ｌｖ１，ｌｖ２として
二値信号を出力し、合成回路３４は、判定回路３７から供給される二値信号としての判定
信号ｌｖ１，ｌｖ２に応じて、復調モジュールＤＭＭ１，ＤＭＭ２のうちの、良好な品質
の受信信号だけによる重み付け加算を可能にしている。したがって、受信品質が劣化した
復調モジュールの影響を排除することができ、正しいダイバーシチ動作を行うことができ
る。
【００５４】
また、判定回路３７のから出力される二値信号としての判定信号ｌｖ１，ｌｖ２を、イン
バータ回路４１、４２を介してブランチ警告信号１，２として出力している。このため、
ユーザはこのブランチ警告信号１，２を用いて受信品質が劣化している復調モジュールを
認識することができる。したがって、モジュール頃にアンテナを調整するなど、受信品質
の改善作業を行うことができる。
【００５５】
（第４の実施形態）
次に、本発明の第４の実施形態について説明する。
【００５６】
図９は、本発明の第４の実施形態を示すものであり、図７、図８に示す判定回路３７の変
形例を示している。
【００５７】
　図９において、判定回路３７ａは、減算器３８１、絶対値回路３８２、比較器３８３、
レジスタ３８４、インバータ回路３８５、比較器３８６、オア回路３８７，３８８により
構成されている。前記減算器３８１は雑音成分検出回路２９，３１のから供給される検出
信号ｓｉｇ１と検出信号ｓｉｇ２との差分値を演算する。この差分値（ｄｉｆｆ）は絶対
値回路３８２と比較器３８３に供給される。絶対値回路３８２では差分値の絶対値（ａｂ
ｓ＿ｄｉｆｆ）を計算し、この計算結果を比較器３８６に供給する。比較器３８６は差分
値の絶対値が、レジスタ３８４に保持されている上限値（ｕｐｐｅｒ）以下であるかどう
かを判定する。なお、レジスタ３８４に保持される上限値は、外部から任意に設定可能と
されている。比較器３８６は、差分値の絶対値が上限値以下の場合、復調モジュールの受
信品質に有意な差がないものとして“１”信号を出力し、両方の復調モジュールが有効に
なるように判定信号ｌｖ１，ｌｖ２を“１”に設定する。
【００５８】
一方、前記比較器３８３は差分値（ｄｉｆｆ）が正であるかどうかを判定し、差分値（ｄ
ｉｆｆ）が正である場合には“１”信号を出力し、負である場合には“０”信号を出力す
る。
【００５９】
前記３８６の比較の結果、差分値の絶対値が上限値を越える場合、比較器３８６から出力
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される信号は“０”に設定される。このためオア回路３８７，３８８から出力される判定
信号ｌｖ１，ｌｖ２は比較器３８３とインバータ回路３８５の出力信号に依存して設定さ
れ、検出信号の値が小さい方の復調モジュールだけを有効にするように設定される。
【００６０】
前述したように、判定回路３８から出力される復調モジュール毎の第１，第２の判定信号
ｌｖ１，ｌｖ２は合成回路３４に供給され、電力検出回路３０，３２から出力されるパイ
ロット信号電力の重み付けに用いられる。すなわち、各復調モジュールの受信品質に有意
な差がない場合、パイロット信号電力値そのものが後段の処理に供給される。また、有意
な差がある場合、受信品質が劣化した復調モジュールのパイロット信号電力値が“０”と
して後段の処理に供給される。これより後段の処理では受信品質が劣化した復調モジュー
ルの影響を排除することができ、正しいダイバーシチ動作を行うことができる。
【００６１】
すなわち、重み付けされたパイロット信号電力による比例値の計算は、受信品質が良好な
モジュールだけで算出される。その結果、等化回路２７，２８から出力されるデータ信号
Ｄ１，Ｄ２に対する重み付け加算も、受信品質が良好なモジュールのデータ信号に対して
だけ行なわれる。
【００６２】
上記第４の実施形態によっても、第２の実施形態と同様の効果を得ることができる。
【００６３】
（第５の実施形態）
次に、本発明の第５の実施形態について説明する。
【００６４】
図１０は、本発明の第５の実施形態を示すものであり、図１と同一部分には同一符号を付
し異なる部分についてのみ説明する。第５の実施形態において、第１の実施形態と異なる
部分は次の通りである。
【００６５】
図１に示す判定回路３３は、図１０において判定回路３９に変更されている。すなわち、
図１０において判定回路３９には、ＡＧＣ回路１５，１６から出力される入力信号レベル
１，２がそれぞれ供給されている。この判定回路３９から出力される判定信号ｌｖ１，ｌ
ｖ２は、電力検出回路３０，３２から出力される信号電力と等化回路２７，２８の出力信
号とともに合成回路３４に供給される。
【００６６】
図１０において、ＡＧＣ回路１５，１６から出力される入力信号レベルｉｎ１，ｉｎ２は
、アンテナ１１，１２より供給される入力信号の電界強度を意味している。一般に電界強
度が大きいほど入力信号レベルｉｎ１，ｉｎ２は大きく、受信状態は良好になる。第５の
実施形態では、復調モジュールの受信状態を入力信号レベルｉｎ１，ｉｎ２を用いて判定
する。
【００６７】
図１１は、判定回路３９の一例を示している。この判定回路３９は、比例演算部３９１を
有している。ＡＧＣ回路１５，１６から出力される入力信号レベルｉｎ１，ｉｎ２は、比
例演算部３９１に供給される。この比例演算部３９１は、入力信号レベルｉｎ１，ｉｎ２
に基づき、次式で示す比較値を計算する。
【００６８】
ｓ１＝ｉｎ１／（ｉｎ１＋ｉｎ２）
ｓ２＝ｉｎ２／（ｉｎ１＋ｉｎ２）
前述したように、入力信号レベルｉｎ１，ｉｎ２は、値が大きいほどその復調モジュール
の受信品質が良好であることを示している。さらに、判定回路３９の出力である判定信号
ｌｖ１，ｌｖ２は、後段の処理において、信号電力の重み付けに用いられる。このため、
受信品質が良好であるほど、大きい値を示す必要がある。よって、入力信号レベルｉｎ１
，ｉｎ２の比例値算出結果ｓ１、ｓ２をそのまま判定信号ｌｖ１，ｌｖ２として使用する
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【００６９】
上記第５の実施形態によれば、判定回路３９は各復調モジュールＤＭＭ１，ＤＭＭ２の入
力信号レベルｉｎ１，ｉｎ２により、復調モジュールＤＭＭ１，ＤＭＭ２の受信品質を判
定し、合成回路３４は、判定回路３９から供給される判定信号ｌｖ１，ｌｖ２に応じて等
化回路２７、３８から供給されるデータ信号Ｄ１、Ｄ２に重み付けしている。したがって
、受信品質が劣化した復調モジュールの影響を排除することができ、正しいダイバーシチ
動作を行うことができる。
【００７０】
（第６の実施形態）
次に、本発明の第６の実施形態について説明する。
【００７１】
図１２は、本発明の第６の実施形態を示すものであり、図７、図８に示す第３の実施形態
と同一部分には同一符号を付し異なる部分についてのみ説明する。
【００７２】
第６の実施形態において、第３の実施形態と異なる部分は次の通りである。
【００７３】
　図７、図８において、判定回路３７には、雑音成分検出回路２９，３１からの出力され
る検出信号ｓｉｇ１，ｓｉｇ２が供給されている。これに対して、図１２において、判定
回路３７にはＡＧＣ回路１５，１６から出力される入力信号レベルｉｎ１，ｉｎ２が供給
されている。すなわち、図８に示す比較器３７３，３７４の入力端には、ＡＧＣ回路１５
，１６から出力される入力信号レベルｉｎ１，ｉｎ２がそれぞれ供給される。
【００７４】
図１２において、ＡＧＣ回路１５，１６から出力される入力信号レベルｉｎ１，ｉｎ２は
、アンテナ１１，１２より供給される入力信号の電界強度を意味しており、一般に電界強
度が大きいほど受信状態は良好になる。つまり、第６の実施形態では、復調モジュールの
受信状態を入力信号のレベルによって判定している。
【００７５】
前述したように、判定回路３７から出力される復調モジュールの判定信号ｌｖ１，ｌｖ２
は合成回路３４に供給される。電力検出回路３０，３２はこれら判定信号ｌｖ１，ｌｖ２
に応じて電力検出回路３０，３２から出力されるパイロット信号電力に重み付けする。判
定信号ｌｖ１，ｌｖ２は、上記のように、“０”、“１”からなる二値信号である。この
ため、図２に示す合成回路３４の乗算器３４１，３４２は、各復調モジュールで受信品質
が既定値の範囲内の場合、パイロット信号電力値そのものを後段の処理に供給し、既定値
の範囲外の場合、パイロット信号電力値が“０”として後段の処理に供給する。これより
後段の処理では受信品質が劣化した復調モジュールの影響を排除することができ、正しい
ダイバーシチ動作を行うことができる。
【００７６】
上記第６の実施形態によれば、判定回路３７は復調モジュールＤＭＭ１，ＤＭＭ２のＡＧ
Ｃ回路１５，１６から供給される入力信号レベルｉｎ１，ｉｎ２に基づいて、復調モジュ
ールＤＭＭ１，ＤＭＭ２の受信品質を判定し、判定信号ｌｖ１，ｌｖ２を出力している。
このため、合成回路３４は判定信号ｌｖ１，ｌｖ２に応じて良好な品質の受信信号だけに
よる重み付け計算が可能である。したがって、受信品質が劣化した復調モジュールの影響
を排除することができ、正しいダイバーシチ動作を行うことができる。
【００７７】
（第７の実施形態）
次に、本発明の第７の実施形態について説明する。
【００７８】
図１３は、上記第６の実施形態を変形した本発明の第７の実施形態を示すものであり、図
１２と同一部分には同一符号を付し異なる部分についてのみ説明する。
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【００７９】
図１３において、図１２に示す判定回路３７は、判定回路３７ａに変更されている。この
判定回路３７ａは、図９に示す判定回路３７ａと同様の構成であり、入力信号のみが相違
する。
【００８０】
すなわち、図１３に示す判定回路３７ａの入力端には、ＡＧＣ回路１５，１６から供給さ
れる入力信号レベルｉｎ１，ｉｎ２が供給される。これら入力信号レベルｉｎ１，ｉｎ２
は、図９に示す減算器３８１に供給される。このため、減算器３８１はこれら入力信号レ
ベルｉｎ１，ｉｎ２の差分を計算する。したがって、判定回路３７ａは入力受信レベルｉ
ｎ１，ｉｎ２に基づき復調モジュールＤＭＭ１，ＤＭＭ２の受信品質を判定する。
【００８１】
判定回路３７ａから出力される判定信号ｌｖ１，ｌｖ２は合成回路３４に供給され、電力
検出回路３０，３２から出力されるパイロット信号電力の重み付けに用いられる。すなわ
ち、各復調モジュールの受信品質に有意な差がない場合、パイロット信号電力値そのもの
が後段の処理に供給される。また、有意な差がある場合、受信品質が劣化した復調モジュ
ールのパイロット信号電力値が“０”として後段の処理に供給される。これより後段の処
理では受信品質が劣化した復調モジュールの影響を排除することができ、正しいダイバー
シチ動作を行うことができる。
【００８２】
上記第７の実施形態によれば、判定回路３７ａにより各復調モジュールＤＭＭ１，ＤＭＭ
２の入力受信レベルｉｎ１，ｉｎ２に基づき復調モジュールＤＭＭ１，ＤＭＭ２の受信品
質を判定している。このため、合成回路３４は判定回路３７ａから供給される判定信号ｌ
ｖ１，ｌｖ２に基づき良好な品質の受信信号だけに重み付け計算をすることができる。し
たがって、受信品質が劣化した復調モジュールの影響を排除することができ、正しいダイ
バーシチ動作を行うことができる。
【００８３】
尚、上記第１から第７の実施形態において、復調モジュールは２系統として説明したが、
これに限定されるものではなく、３系統以上とすることも可能である。
【００８４】
その他、発明の要旨を変えない範囲において、種々変形実施可能なことは勿論である。
【００８５】
【発明の効果】
以上、詳述したように本発明によれば、各復調モジュールの受信状態が異なる場合でも正
しいダイバーシチ動作を行うＯＦＤＭ受信装置を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明に係るＯＦＤＭ受信装置の第１の実施形態を示すブロック図。
【図２】　図１に示す合成回路の一例を示すブロック図。
【図３】　図１に示す雑音成分検出回路の一例を示すブロック図。
【図４】　図１に示す判定回路の一例を示すブロック図。
【図５】　本発明に係るＯＦＤＭ受信装置の第２の実施形態を示すブロック図。
【図６】　図５に示す選択回路の一例を示すブロック図。
【図７】　本発明に係るＯＦＤＭ受信装置の第３の実施形態を示すブロック図。
【図８】　図７に示す判定回路の一例を示すブロック図。
【図９】　本発明に係るＯＦＤＭ受信装置の第４の実施形態を示すものであり、判定回路
の一例を示すブロック図。
【図１０】　本発明に係るＯＦＤＭ受信装置の第５の実施形態を示すブロック図。
【図１１】　図１０に示す判定回路の一例を示すブロック図。
【図１２】　本発明に係るＯＦＤＭ受信装置の第６の実施形態を示すブロック図。
【図１３】　本発明に係るＯＦＤＭ受信装置の第７の実施形態を示すブロック図。
【図１４】　ダイバーシチ構成を用いた従来のＯＦＤＭ受信装置の一例を示すブロック図
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【図１５】　図１４に示す合成回路の一例を示すブロック図。
【符号の説明】
　１１，１２…アンテナ、
　１３，１４…チューナ
　１５，１６…ＡＧＣ回路、
　１７，１８…Ａ／Ｄ変換器、
　１９…局部発振器、
　２０，２１…直交検波器、
　２２…同期再生回路、
　２３，２４…ＦＦＴ回路
　２５，２６…パイロット補間回路、
　２７，２８…等価回路、
　２９，３１…雑音成分検出回路、
　３０，３２…電力検出回路
　３３，３７，３７ａ，３９…判定回路、
　３４…合成回路、
　３５…誤り訂正回路、
　３６…選択回路
　２９１，３６４…マルチプレクサ、
　２９２…差分検出回路、
　２９３，３４１，３４２，３４４，３４５，３６１，３６２…乗算器、
　２９４，３４６…加算器、
　２９５，３７１，３７２，３８４…レジスタ、
　３３１，３４３，３９１…比例計算部
　３６３，３７３，３７４…比較器、
　３８１…減算器、
　３８２…絶対値回路。
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